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介護保険ニーズ調査結果について 

 

１ 調査概要（P1～P3） 

（１） 目的 

平成 30 年度～32 年度を計画期間とする第７期板橋区介護保険事業計画の策定に先

立ち、介護保険サービスを利用する高齢者並びに介護者及び 65歳以上の要支援・要介

護認定を受けていない高齢者（以下、元気高齢者という。）の生活実態、生活自立度、

支援ニーズ、介護実態等を把握し計画策定に資する基礎資料とする。 

 

（２） 調査時期及び方法 

平成２９年１月１０日（火）～１月２５日（水） 

郵送配布・郵送回収 

 

（３） 調査対象者 

基準日（平成２８年８月１日）現在、要支援・要介護に認定されている者及び６５歳以

上の要支援・要介護認定を受けていない者の中から、10,000 人を圏域別に無作為抽

出した。 

≪内訳≫ 

元気高齢者及び要支援１・２は 5,600 人  

要介護１・２認定者は 2,000 人 

要介護３～５認定者は 2,400 人      合計 10,000 人 

 

（４） 回収率 

５３．１８％（5,318人） 

  

２ 主な調査結果 

（１） 世帯状況（P4,P5） 

・「一人暮らし」の割合は、要支援が最も高く 40.8％となった。元気高齢者、要支援

及び要介護１・２は２割を超えている。要介護３～５については約１割となってい

る。 

 

・「夫婦二人暮らし」の割合は、元気高齢者が最も高く３割を超えている。要支援、

要介護１・２、要介護３～５については２割前後となっている。 

 

・「家族などと同居」の割合は、要介護３～５が最も高く４割を超えている。元気高

齢者、要支援、要介護１・２については３割強～４割弱となっている。 
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  一人暮らし 夫婦二人暮らし 家族などと同居※ その他 

元気高齢者 23.9％ 34.3％ 36.1％ 0.5％ 

要支援 40.8％ 19.5％ 32.9％ 1.8％ 

要介護 1 28.8％ 23.0％ 37.1％ 9.5％ 

要介護 2 24.5％ 23.7％ 39.3％ 10.2％ 

要介護 3～5 13.9％ 23.2％ 43.8％ 17.7％ 

※家族などと同居：夫婦二人暮らしを除く方 

 

 

（２） 予防必要者等の状況 （元気高齢者）（P6） 

何らかの予防を必要とする割合は、元気高齢者の３人に１人となっている。項目別

では、「運動器」が 17.0％、「口腔」が 22.1％となっている。 

 

（３） 認知機能障がいの分布 （P6,P7） 

元気高齢者で認知機能障がいの可能性のある割合は、６人に１人となっている。 

「２レベル（軽度の障がい）」～「６レベル（最重度の障がい）」までを合わせた「認

知機能障がい」の割合は、要介護１で 51.6％、要介護２で 59.2％であった。 

「５レベル＝重度の障がい」は要介護１で 3.7％、要介護２で 8.2％となり、要介護

２は要介護１の２倍を超えている。 

 

（４） 外出について（P7,P8） 

介護度が上がるにつれ、「外出を負担に感じない」割合は減少し、反対に、「家で過

ごす方が好き」という理由や、「身体面、健康面の不安」という理由などにより外出

を控える傾向にある。 

 

 

（５） 在宅サービス利用状況（P14,P15） 

要支援から要介護２までは、「通所介護（デイサービス）」、「訪問介護（ホームヘル

プサービス）」、「通所リハビリテーション（デイケア）」の利用割合が高く、要支援

２が要支援１を上回っている。 

要介護３～要介護５では、「福祉用具貸与」の利用割合が高く、順に 67.8％、76.9％、

79.4％である。 

また、要介護５は、「通所介護（デイサービス）」（52.9％）、「訪問介護（ホームヘル

プサービス）」（54.4％）、「訪問看護」（50.0％）が５割、「訪問入浴介護」（41.2％）

及び「居宅栄養管理指導」（38.2％）が４割前後となっている。 
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（６） 軽度者のサービス利用（P16,P17） 

訪問介護の種類別利用状況については、「家事援助のみ」の利用割合は要介護（支援）

度が上がるにつれて減少傾向にあり、要支援１が 73.6％、要介護２は 36.8％であっ

た。 

通所介護の利用については、要介護度が上がるにつれて、利用回数及び利用時間が

増える傾向にあり、週 1回程度の利用割合は、要支援１で 57.4％、要介護２で 16.7％

であったのに対し、週２回程度の利用割合は、要支援１で 9.0％、要介護２で 36.2％

であった。週３回以上の利用割合も要支援１で 2.0％、要介護２で 34.1％である。 

 

（７）元気高齢者の生活支援ニーズ （P18） 

元気高齢者における介護予防・生活支援サービスに対する利用意向は約１割（11.8％）

である。前期高齢者に比べ、後期高齢者の利用意向割合が高い傾向にある。 

割合が高かったのは、「一回 60 分以内の家事援助を行ってもらう訪問型のサービス」

及び「機能訓練やレクリエーションを行う通所型のサービス」である。 

「３～６か月の短期通所サービス：運動機能向上・栄養改善・口腔機能訓練等」につ

いては、5％ほどの利用意向がある。「地域のボランティア団体等により提供される通

所型サービス」の利用意向は約 2％であった。 

 

（８）住まい・住まい方 

 介護と住まい 今後受けたい介護（元気高齢者～要介護２）（P22） 

元気高齢者から要介護２の全ての区分において、「介護保険の在宅サービスを利用しな

がら、自宅で生活したい」割合が３割を超えており、要支援では 37.2％となっている。

「家族の介護を受けながら、自宅で生活したい」割合は、介護度が上げるにつれ高くな

っており、元気高齢者では 18.0％であるが、要介護２では 30.9％となっている。 

 

  

家族の介護を受けな

がら、自宅で生活し

たい 

介護保険の在宅サー

ビスを利用しなが

ら、自宅で生活した

い 

高齢者向け施設に住

み替えて、介護サー

ビスを利用したい 

介護保険で利用でき

る施設等に入所・入

居して 24時間のサ

ービスを受けたい 

元気高齢者 18.0％ 32.2％ 8.9％ 11.2％ 

要支援 18.7％ 37.2％ 9.8％ 11.5％ 

要介護 1 30.4％ 35.6％ 5.2％ 11.3％ 

要介護 2 30.9％ 34.8％ 6.5％ 11.7％ 

※主要意見を表記 
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 要介護３～５の主介護者自身が介護を受ける場合のニーズ（P24） 

「自宅で介護保険等の公的サービスを利用しながら暮らしたい」割合は、４割前後で

あり、80歳以上の主介護者では 43.6％となっている。 

「特別養護老人ホーム等の施設に入所したい」割合は、１割～２割であった。 

「自宅で家族介護のみで暮らしたい」割合は、70歳代までは主介護者の年齢が上がる

につれ増加する傾向にあり、50歳代は 5.1％、70歳代は 14.5％であった。一方、80歳

以上は 9.6％であった。 

 

  
自宅で家族介護の

みで暮らしたい 

自宅で介護保険等の公

的サービスを利用しな

がら暮らしたい 

特別養護老人ホーム等

の施設に入所したい 

有料老人ホームに入居

したい 

  要介護 3～5 要介護 3～5 要介護 3～5 要介護 3～5 

50 歳代 5.1％ 37.3％ 21.2％ 9.3％ 

60 歳代 8.1％ 39.0％ 20.0％ 10.5％ 

70 歳代 14.5％ 38.2％ 21.2％ 4.2％ 

80 歳以上 9.6％ 43.6％ 14.9％ 3.2％ 

※主要意見を表記 

 

 

（９）充実を求める高齢者施策（P24～P27） 

「家族等の介護者に対する支援」が全ての区分において２割から４割あり、介護度が上

がるにつれて高くなっている。 

「見守り等、ひとり暮らし高齢者等への支援」が２割前後となっている。 

「認知症対策」については、元気高齢者、要支援では低く、要介護１から要介護５では

２割を超えている。 

「介護保険の施設・入居系サービス」については、概ね要介護（支援）度が高くなるほ

ど割合が増える傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


